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◆ 行事の準備及び開催当日の周知・徹底
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適宜、案内チラシや放送等による周知・徹底されることが望ましい。
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※地域行事の開催・中止をご判断いただくための参考にしてください。

行事開催前後の交流を自粛することができる

部屋のドアノブ、窓の開閉など、複数の者の手が触れる箇所を適宜消毒できる

使用する備品等（机、椅子など）をその都度、消毒できる

参加人数は、収容定員の半分以下にできる（入場制限を含む）

室内において、大きな声を出すことや近距離での会話を避けることができる

入場制限や入替などに対応できる人員の適切な配置も検討してください。

直接手で触れることができる展示物等は展示しないことができる

受付等を設置する場合は、アクリル板や透明ビニールカーテンにより遮蔽できる

会話等を避けられない場合は、十分な距離（２ｍ）を保ちマスクを着用する。また、適宜、案内チラシや放送等
による周知・啓発されることが望ましい。

主催者及び参加者共に、マスクの着用、咳エチケットを徹底できる

マスクを着用して活動（特に運動を伴うもの）を行った場合、十分な呼吸ができず人体に影響を及ぼす可能性が
あるため、活動中又は苦しくなった場合は、十分な距離（２ｍ）を確保した上で、マスクを外して休憩してくだ
さい。また、適宜、案内チラシや放送等による周知・啓発されることが望ましい。

主催者及び参加者共に、こまめな手洗い、手指消毒を徹底できる

呼気が激しくなるような運動（活動）は避けてください。

適切な感染症対策

三つの密の回避（密閉空間、密集場所、密接場面）及び新しい生活様式の実践

一つひとつのプログラムをできるだけ短縮し、30分に１回（5分）換気できる

発熱・その他風邪などの症状がある方などは参加を控えるよう周知・啓発できる

名簿を作成する目的（施設の利用者が感染者と判明した場合の接触者の把握や感染拡大を防ぐ等）や利用（必要
に応じて公的機関に提供すること）を事前に周知した上で、同意を得て名簿を作成してください。

主催者及び参加者の氏名及び緊急連絡先（名簿作成等）を把握できる

人と人との間隔は、できるだけ２ｍ確保できる

舞台等を活用した発表等がある場合は、演者（舞台等）と参加者（観覧者）との十分な距離（２ｍ）を確保する
とともに、座席間隔（四方を空ける）を確保してください。

地域行事の開催のチェックリスト（新型コロナウイルス感染症の拡大防止を踏まえた対応）

令和2年6月24日

茨木市教育委員会　教育総務部　社会教育振興課

　茨木市　市民文化部　市民協働推進課

参加者の安全確保

茨木市　市民文化部　スポーツ推進課

【屋内編】

発熱・その他風邪などの症状がある方などは参加を控えるよう事前に周知

息苦しさ、強いだるさ、咳、のどの痛みなどの症状はない

検温を行い、37.5度以上、又は、平熱比１度超過の発熱はない

過去２週間以内に感染が拡大している国・地域への訪問歴がない

「大阪コロナ追跡システム」を活用することができる


